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評価方法
と基準

教科書等

４回の試験の平均を100％の重みとして評価する。授業目標４（Ｄ１－３）が標準基準（６割）以上で、かつ科目全体で60点以
上の場合に合格とする。評価基準については、成績評価基準表による。

ベルリンに夢中（DVD付）（ベアーテ・ヴォンデ他、同学社）／ドイツ現代史に関するニュース映像等も利用

備考
1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

答案返却・まとめ

Lektion 12 Der Gendarmenmarkt　（受動態、再帰動詞）
後期末試験

後期中間試験
Lektion 10 Die Museumsinsel　（現在完了）
Lektion 11 Die Holocaust-Mahnmal　（形容詞の格変化、比較表現）

Lektion 9 Die Berliner Mauer　（動詞の３基本形、動詞の過去人称変化）
ドイツ現代史 ナチズム、冷戦、ベルリンの壁、ドイツ再統一

前期末試験
Lektion 7 Die Berliner Philharmonie　（分離動詞、接続詞）
Lektion 8 Tempelhof　（話法の助動詞、未来時制）

Lektion 4 Die Humboldt-Uni　（強変化動詞、werden/wissenの現在人称変化、命令形、人称代名詞の格変化）

Lektion 5 Der Potsdamer Platz　（前置詞の格支配、定冠詞と前置詞の融合形）
Lektion 6 Die Currywurst　（冠詞類の格変化、nicht と kein）

前期中間試験
ドイツ歌曲 ドイツ歌曲を聴く・歌う
Lektion 3 Die Spree　（複数形、複数の格変化）

Lektion 1 Das Brandenburger Tor　（動詞の現在人称変化、seinの現在人称変化、語順）

Lektion 2 Der Bundestag　(名詞の性・数・格変化、habenの現在人称変化）
Lektion 3 Die Spree　（複数形、複数の格変化）

発音 アルファベート、母音・子音の発音のポイント、基数、曜日・月、挨拶

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（プログラム対象科目のみ）

実践指針のレベル
（プログラム対象科目のみ）

D. コミュニケーション能力を備え、国
際的に発信し、活躍できる能力

(D1) 日本語で、自己の学習・研究活動の経過を報告
し、質問に答え、議論することができる。

(D1-3)自己の学習・研究活動の経過を、専門用語を正
しく用いて、報告できる。

　　授業目標

１．初級ドイツ文法を理解し、運用できる。
２．簡単なドイツ語の日常会話を聞き、話すことができる。
３．簡単なドイツ語の文章を読み、書くことができる。
４．ドイツの歴史や日常生活等を学び、ドイツ（ヨーロッパ）文化を理解することができる。(D1-3)

授業計画

オリエンテーション 授業概要・目標・評価方法と基準等の説明、ドイツ語の歴史、ドイツ及びドイツ語圏の国々

　　授業の概要

ヨーロッパ中央に位置するドイツはEUの経済の中心地であり、多くの企業はヨーロッパにおける企業活動の拠点をドイツに置いている。ド
イツ語はドイツ・スイス・オーストリアの主要言語であり、それ以外のヨーロッパ諸国で中等教育において第２外国語として広く学習されて
いる国際語である。またドイツには長く大きなヨーロッパ文明の伝統が今も日々の生活の中に生き続けており、人々は日本やアメリカとは
異なった環境・慣習・生活様式・考え方で生活している。ドイツ語の学習を通じてドイツ・ヨーロッパ文化を学ぶ。

本校学習・教育目標（本科のみ）

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢
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